
地域における中小・中堅建設業の企業連携・新分野進出モデル構築支援事業 
 

取り組み事業プロフィール 
 
1.事業者名 
 中部食品リサイクルエネルギーシステム研究会 
 
2.テーマ名 
「食品残さ（生ごみ）を循環資源として活用したエコ発電システムの事業化」 

 

     
 
3.事業の概要 
（１） 目的 

食品リサイクル法の本格実施に伴い、食品工場などから発生する食品残さ（生ゴ

ミ）を循環資源として活用し、従来エネルギーと新エネルギーのベストミックスを

図り、「食品リサイクルによるエコ発電システム」の普及と発展に取り組むことを目

的とする。  
（２） 活動内容 

ア） 本システムの調査・研究・資料の収集及び技術交流 
イ） 本システムの広報活動 
ウ） 本システムに関する研修会・講習会の開催 
エ） 関係行政庁及び関係機関に対する啓蒙普及活動 

   
 
 
 



 
4.参加企業・機関等 

＊ 中部食品リサイクルエネルギーシステム研究会       
  

参加企業名 本研究会での役割 本社住所 
小原建設㈱ 会長 愛知県岡崎市 
大有建設㈱ 副会長 愛知県名古屋市 
㈱近藤組 会計 愛知県刈谷市 
㈱加籐建設 理事 愛知県海部郡蟹江町 
木村建設㈱ 理事 愛知県碧南市 
中村建設㈱ 理事 愛知県一宮市 
太啓建設㈱ 事務局 愛知県豊田市 

   
 
 5.事業の進捗状況等 
（１） 定期的な技術委員会の開催 

研究会の技術委員により、定期的な技術委員会を開催して、以下の事項について

調査・研究を実施。 
 「食品リサイクル法」に関する事項。 
 食品リサイクルエネルギーシステムに関する技術的事項。 

 
（２） 参加企業の活動報告 

技術委員会等を通じて、各社が活動した相手や内容を報告。 
参加企業各社は研究会員として、中部地区を中心とした関係行政や食品関連事業

者に対して、食品廃棄物処理の現状調査や当システムの PR活動を実施。 
 

（３） 活動内容の発表と PR活動 
「建設技術フェア in中部」への出展により、当研究会の活動内容を発表する。 
時期：平成 16年 11月 17日～18日 
場所：ナゴヤドーム 

   



 
6.課題と対応策 
＊ 事業化へむけての取り組み 
中部地区を中心に、本システムの販売及びシステム導入に於いて、本格的な事

業化へむけて、事業実施の窓口として組織の法人化を今後検討する。 
 

＊ 新しい技術への対応 
本システムのみでなく、日々進化する環境技術に対応できる事業体であり続け

る為に、新技術の調査・研究を継続的に実施する。 


